
代表校選出区分内規について

●　男女とも、各ブロック単位で出場校数を決定する（県単位ではない）。出場校数は、次の（1)～（4）により決定する。

（１）当大会の前年度優勝・準優勝校及び当該年度の前年度3月に開催される全国高等学校弓道選抜大会（近的）の団体の部の

　　優勝・準優勝校については、主催者推薦枠とする。

（２）男女とも各ブロック内の都道府県の数×１校まで選出することができる。

　　※例・・・東北は６県×１校＝６校（男子６校、女子６校）

（３）各ブロック内の全国高等学校体育連盟弓道専門部加盟実施校数（大会開催前年度４月１日時点）に応じての追加高校数

　　ブロック内の県別実施高校数（男女別）5０校以上の場合に２校追加をすることができる。

　　※例・・・東北ブロックは、男女とも福島県のみが５０校以上のため、男女とも２校を追加する。

（４）地元開催枠として、福岡県は男女１０校の追加をすることができる。

上記による平成２２年度各ブロック代表校の数について（最大選出数）

＊注）　代表校選出数は、都道府県単位ではなく各ブロック別の数となっています。各都道府県から何校選出するかについては、各ブロック内で

4 　　　　調整をお願いいたします。（加盟数が50校未満の都道府県であっても、ブロック内の総数を越えなければ、複数校の出場も可能です。）

【平成２２年度選出数】

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

北海道 1 100 98 1 1 2 2 3 3 3% 3%

東 北 6 233 249 6 6 2 2 8 8 3% 3%

関 東 8 464 469 2
慶応義塾女子
清真学園 8 8 10 10 18 20 4% 4%

北信越 5 161 162 5 5 2 2 7 7 4% 4%

東海 4 243 243 4 4 4 4 8 8 3% 3%

近 畿 6 107 97 1 橿原 6 6 0 0 7 6 7% 6%

中 国 5 148 146 5 5 0 0 5 5 3% 3%

四 国 4 104 102 4 4 0 0 4 4 4% 4%

九 州 8 344 357 3
鹿児島工業
祐誠　　日田

2
鹿屋女子
鹿児島女子 8 8 4 4 10 10 25 24 7% 7%

小 計 1,904 1,923 47 47 24 24 10 10 85 85 4% 4%

合 計 47 3,827 94 48

男子

44

4

（1）推薦枠

20

（４）地元追加数

4

（２）ブロック選出数

女子

170
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